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今後の鉄道物流のあり方に関する検討会

（第２回）

ご説明資料

１．当社の経営状況、管内の貨物列車走行線区

２．貨客混載輸送の取組み

３．貨物鉄道の更なる活用にあたり前提として「ご理解いただきたい事柄」

１



１－（１）当社の経営状況 ２



１－（２）当社管内の貨物列車走行線区 ３



２－（１）貨客混載輸送の取組み（概要） ４

目的 ① 地域・他企業との共創価値実現
・当社の保有する既存資源（鉄道ネットワーク、駅の商業施設等）や沿線地域
との関係を活かし、他の物流会社やＪＲ他社と連携し、新しい価値を提供

② 地域活性化への貢献
・地域情報の発信を通じ、新たな旅客流動も創出

②による創出価値①による創出価値
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○貨客混載輸送による価値創出



２－（２）貨客混載輸送の取組み（実施区間・品目）

2021/5～ 金沢
→東京

鮮魚、農産物
洋菓子、新聞
血液検体 等

2021/11～ 新大阪→博多 新聞

2021/11～ （米子～）岡山→
京都／鹿児島中央

松葉ガニ

2022/1 鹿児島中央→新大阪 鮮魚

2022/1～ 博多→新大阪
広島→博多／新大阪

駅弁

2022/2 博多→京都 和菓子

2021/7～ 備中高梁→岡山 農産物

2021/11～ 米子→岡山 松葉ガニ

伯備線 2021.7～

北陸新幹線 2021.5～

山陽（・九州）新幹線 2021.11～

５

※新大阪～京都間は東海道線経由



２－（３）貨客混載輸送の取組み（事例紹介）

■JRサービスネット岡山
岡山駅構内「産直便マルシェ」

配送・積込 岡山駅

■ヤマト運輸

備中高梁駅

■JR西日本

普通列車で輸送

荷下ろし
駅構内配送
陳列

■JA晴れの国岡山
「高梁グリーンセンター」

地方の道の駅等でしか出回らない農産品を、駅ナカ等で販売することにより、
食品ロス低減、モーダルシフト、高品質で新鮮な農産品の販路拡大を実現

（例）伯備線普通列車による農産品輸送（備中高梁→岡山）

地域特産品の即日輸送・販売と情報発信により、交流・関係人口拡大に寄与

（例）在来線特急と山陽・九州新幹線による活け松葉ガニ輸送（米子→京都、鹿児島中央）

荷下ろし
駅構内配送

■ジェイアール西日本マルニックス（・JR九州G）
■JR西日本（・九州）

仕入・配送・積込

■駅ビル内店舗

米子駅

■JR西日本
山陰開発

特急列車・新幹線で輸送
各駅

６
① 地域・他企業との共創価値実現

② 地域活性化への貢献



２－（４）貨客混載輸送の取組み（今後の展開）

地域および物流企業との連携深度化による地域課題の解決

他企業との連携、DXによる新たなビジネスの創出

○地域と連携した潜在輸送ニーズの開拓
・新たな輸送販売ニーズへの対応
・実証実験による輸送基盤の構築、拡大

○社会情勢の変化をとらえたニーズの開拓
・航空便の減便や機材縮小に伴う地域・企業等の課題解決
・環境負荷低減、労働力問題への対応に伴う企業の課題解決

●新たな線区・駅における事業の検討

・貨客混載可能な対象線区・駅の拡大に向け、実証実験や

地域・企業のニーズ調査を実施

・物流会社における関係輸送区間での貨物利用運送事業の

登録・許可申請手続を実施

○他企業との連携による収益機会の創出と交流・関係人口の拡大
・駅ナカ店舗やECサイトでの販売促進に向けて、地域資源の発掘・発信・輸送
・貨客混載輸送の特性（高頻度・高品質・即日速達輸送）を踏まえた新たな展開

７



物流分野の状況について
・国の物流にとって、トラックドライバー不足やカーボンニュートラルへの対応は喫緊の
課題であると認識しています

貨物鉄道の更なる活用にあたり前提としてご理解いただきたい事柄
・ＪＲの在来線では、貨物会社が旅客会社の線路を使用しており、使用にあたり
両者の間には以下のような考慮すべき課題があります

①災害の激甚化（復旧の長期化、多頻度化）
②安全対策（旅客会社、貨物会社共通の責務）
③コストの負担（現状の仕組みの課題）
④保守作業に従事する働き手の急減（保守間合いの確保）

・国策として貨物鉄道の拡大を推進されるにあたっては、上記のような様々な課題が
あることをご理解の上でご議論をお願いします

貨物新幹線について
・貨物新幹線輸送を検討されるにあたっては、既存の新幹線においては、安全確保
やダイヤ編成、積み下ろしの基地など、技術面、運用面での様々な課題があると
認識しています

３ー（１）ご理解いただきたい事柄（概要） ８



⇒ 災害激甚化により被害規模は拡大しており、復旧作業は長期化傾向にあります
また、近年は災害発生頻度が上がっており、それに伴い線路不通も度重なり発生しています

（国土交通省鉄道局ホームページ 「鉄軌道輸送の安全に関わる情報」より）

1995.1 阪神・淡路大震災（山陽新幹線、ＪＲ神戸線など）
1995.4再開

1995.7 集中豪雨（大糸線）1997.11再開

2000.10 鳥取県西部地震（伯備線など）2000.11再開

2001.3 芸予地震（中国エリア）

2004.7 福井県豪雨（越美北線）2007.6再開

2010.7 広島・山口両県豪雨（美祢線）2011.9再開

当社管内の主な被害

（2018年7月西日本豪雨施設被災状況）

2011.9 台風12号（紀勢線）2011.12再開

2013.7 山口・島根豪雨（山陰線、山口線）2014.8再開

2013.8 島根豪雨（三江線）2014.7再開

2018.6 大阪北部地震（近畿エリア）

2018.7 西日本豪雨（西日本エリア）2019.10再開

2019.8 台風19号（北陸新幹線） 2019.10再開

2021.8 令和3年8月大雨（山陽線、山陰線）
2021.9再開

９

赤字：貨物走行線区

３－（２）ご理解いただきたい事柄（災害の激甚化）



・現状では、線路の維持管理に関わる様々なコストのうち、貨物輸送により傷んだレール、枕木
などの修繕費のみを 負担する「アボイダブルコストルール」となっています。

（3/17検討会参考資料より）

1０

○当社の安全対策

地震対策：阪神淡路大震災以降、また今後発生が予想される南海
トラフ巨大地震に備え、構造物の耐震補強を順次実施

降雨対策：盛土や沿線の斜面補強などの斜面防災工事を順次実施
また、連続的かつ面的に観測できるレーダー雨量を活用し、
局地的な大雨を早期に把握(2020年度以降順次導入)

⇒ インフラ設備を保有する当社の責務として、安全安定輸送のため、様々な対策を講じています
貨物会社としても、鉄道事業者として主体的に取り組んでいただくことが重要だと考えています

３－（２）ご理解いただきたい事柄（安全対策）

○コストの負担

⇒ 本検討会ではこれら課題を踏まえた議論をお願いするとともに、これらの課題解決へのご支援
についてもご検討をお願いします



⇒ 機械化・省人化の生産性向上に取り組むとともに、終電繰り上げの実施により深夜作業
間合いを確保するなど、働き手の急減下にあっても確実に線路保守を行っています
貨物列車の走行にあたっても、保守間合いの確保にご理解とご協力をお願いします

1１３－（３）ご理解いただきたい事柄（働き手の確保）
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